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ますござ、いフおめでと

奈

良

市

畏

大
川
清
則

膏
の
日
に
張
れ
る
柳
在
取
り
持
ち
て

見
れ
ば
都
の
大
路
し
思
ほ
ゆ

(万
葉
集

巻
十
九
の
囚

一
四
一一
)

春
の
臼
に
芽
が
ふ
く
ら
む
柳
の
よ
う
に
新
し
い
息
吹
を

感
じ
な
が
ら
新
年
を
皆
様
と
と
も
に
お
迎
え
で
き
ま
す

こ
と
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

朱
省
門
や
背
水
院
庭
閣
の
復
原
に
よ
っ
て
平
成
京
が

千
三
百
年
ぶ
句
に
蘇
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
今
年
は
配
念
す
べ
き
奈
良
市
制
仲
施
行
百
周
年
。

先
人
に
感
謝
し
な
が
ら
創
意
と
情
熱
を
も
っ
て

鋪
か
し
い
=
↓
一
世
紀
を
め
ざ
し
ま
す
の
で
本
年
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
巾
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
年
元
且
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串
良
市
鵬
吉
田
豊
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川
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一

Z
在
百
歳
の

到唱
と栄喜
のの
よ年
ろ
と 明
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をに
け
継 D
1J' 
む
千ち

歳S
溝も

市
民
符
織
に
は
.
奈
良
市
制
施
行
一
白
刷
aq
の
細
か
し
さ
新
春
を
健

や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
ぴ
中
し

k
げ
ま
す
.

こ
の
記
念
の
と
き
を
と
も
に
お
祝
い
で
き
ま
す
こ
と
は
内
よ
良
市

民
と
し
て
と
て
も
布
意
義
で
あ
り
、
費
電
な
こ
と
で
あ
町
ま
す
.

二
十
一
世
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も
目
前
に
迫
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て
い
ま
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。

市
民
者
織
が
、
希
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あ
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れ
る
本
来
に
向
か
っ
て
、
新
し
い
時
代

を
切
り
開
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れ
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す
事
、
と
を
お
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り
申
し
上
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ま
す
。

後
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と
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憾
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.
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尽
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と
を
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bm良
市
の
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康
史
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め
に
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さ
ら
に
力
強
い
ご
凶
h
M
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
ロ
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祭良市のあゆみ-市制100年
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さ
れ
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の
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句
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・

】
れ
ら
の
文
化
問
先
資
源
を
隻
・

1
2
F
2
2軒以

来

「固
定
奈
良
」
倉
市
散
の

f

方
針
の

一
っ
と
し
て
取
句
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光
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畏い歴史の命で 世界にF寄れる歴史的建造砲や伝銃一文化を組承してきた奈良惨 現在 多く
の人びとが鋪う図際文化調光鶴市として発展して1し、ます.

日旗頭首."以来".泡に色沼く鴫.万薦問蘭.を伝える風切凪煩奈良o.を.徹す
る号制どの踊欄耽"し市統文化ζ宵まれて耽風俗行事岡山新作酉債を-，置

に鎗介する展覧会で..

『療殴冒頭J阪 市民のみ与さMDアンケートをもとに「私の好.. 診察良Jを百畏運んでもら
い白人咽蜘恥刊で現回開刊をとどめた闘です.

民事されFとf療.冒頭]0-ら「碩"."引を再発見して川知だりることでレょう.

【とをI2 R 4日l判-3i11日目伊字削'"時、午後7時(入鳩"午後0"事まで}土 日曜日 拠日は午前防防~午後
7時半 {坤"午後7射で).休館日1:21116日制 178(:1<)
{ところ" 良そご今勢価医鎗{二条大路甫 丁目)

l湘 一町内 (叩)高校大学生畑(叩)

門学問司(岬 ，)内1;I.'Jt山町人以上の

由利炉供金

1・商売努完売~I 市役所傘副第=謀文化緩興線西..医
g-t.II血酬史俗文化センター ならまちセンタ-.lj: 
.奏術館で )"日開から発費します.

問い合わtt'市朗同司年配念事察知r書貝会与務局 怖役
所企画第二旗)へ.
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「山を怨うj 図淵行男
1月4日ト 2月1咽 ffi

悶ふの近代山岳写現

の先週刊住であ

る図調行"は萱山

告の巴で見僻えた紙

帳c"鎖いiliの.
を敏多〈の作品ト

残 しまし t~ . 図調行

甥.念館の箇"を得

て jヒアルプスなどを鰻.しfそノク 0-"伶品
42，，0;で!"J;します.

日 B1月1J'Sの展示

rJlr閣の飽鰻待つ写興宗入江寮音 j
.if.JIA 

入江'.WB
分.，<.1メ一一ジ

した風震が現

れる殴聞をひ

たすら待角線

けそれをと

らえて作品に

しました展

不では光ゃ風

容の色ゃょうすなどを取り

込んだ風景作品を還ぴ " 

点で傷限定Lてします.

主三3
画面

双^俸制繍ケ径

1月帽目-，月田蜘

新鋭屡'98r人間と自然生命街1
2月"目次ト2月"日制

取量くE 句帥

回目

a詩碑之 H公布賀子 百.，析の新鋭.;It;ま8人
が敏自の拠点で縁勺式作品企「人聞と自然生

命 衡』のテー?で偶成しました そ九ぞ札の

作品が"に.，手合う.示署管聞からは 躍a略す
る新鮮な感性が感じられますe

..ゅ叫旬1"

l間開】 午前9喝事、午後四{入館'"時半まc，
l休館日1月岨目 徒同の翌日 (I 1116区幽"月日目剛}

i観障関!大人気"'札/高校大掌ヨllOOl'l/~ 中学生
1帆
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即 断糊聞{三回目目

保健センター内 ..l4-31441 炉

開酎 蜘宵闘牛軒町字~午後
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|勾親毅重 11
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